
鈴木祐一

（早稲田大学）

「タスク(TBLT)」と「練習(PPP)」は何がどう違うのか？

―ISLA研究から見た英語を「使う」ための授業デザインー



第二言語習得（SLA）研究とは？

1960年代に欧米で生まれた研究領域

第二言語のメカニズムを実証的・科学的に解明する

• 移民（子ども・大人）/ESL
• 母語習得と第二言語習得はどう違うの

か？
• インプット、インタラクション、アウト

プットの役割



SLA研究はどう発展したか？

1990年代以降

教室場面におけるSLA

＝Instructed SLA (ISLA)への広がり

• 外国語教育を受ける生徒・学生
• 指導効果
• 生徒の個人差への対応
• 教育心理学・認知心理学の影響

ISLA

SLA研究



ISLA研究と英語教育の関係

2019年
英語教員養成コアカリキュラム2017年

学習指導要領



鈴木の最近の問題意識

研究・理論 授業・実践

研究と実践は無関係？



最近の取り組み

英語学習者向け

英語学習に纏わる日頃の疑問に
SLA専門家が答える。

英語教師向け

日本の中高における先駆的な文
法指導について調査。

2022年

英語教育関係者向け
英語教育ｘ指導場面での

ISLA研究

2020年 2024年 10月

研究と実践の橋渡しをしたい



あたらしい第二言語習得論: ISLA研究

第1部 言語知識とスキルの指導法
第1章 文法指導
第2章 語彙指導
第3章 発音・語用論指導

第2部 学習者中心のアプローチにおける教師の役割
第4章 インタラクションと協同学習
第5章 訂正フィードバック
第6章 認知・非認知能力の個人差
第7章 学習者心理の個人差

第3部 SLA 研究に基づく指導法とカリキュラム設計

第8章 言語形式重視の指導法：PPP
第9章 意味重視の指導法：TBLT
第10章 学習開始年齢と指導法: 小英/CLIL/カリキュラム



8章・9章: コミュニカティブ・アプローチ (CLT)

CLT=英語を使うことを重視

強いCLT
使いながら学ぶ
TBLT (Task-based 
Language Teaching)

弱いCLT
学びながら使う
PPP (Presentation-
Practice-Production)



1. 英語を使うためのPPPとTBLTという指導法
の「理論」を理解する。

2. PPPとTBLTが、日本の英語教育でどう具体
化されているか「実践」を理解する。

3. ISLA研究の観点から、「理論」と「実践」
の繋がりを探り、英語授業の改善に活かせ
るようになる。

本講演の目標



ISLA研究から見た

英語を「使う」ための授業デザイン

1.TBLTとは

2.PPPとは

3.まとめ



コミュニケーションタスクを中心に据えた指導法

コミュニケーション・タスク（言語活動）を通して、
英語を使いながら身につける英語指導法の一つ

タスク・ベースの指導
(TBLT: Task-based language teaching)

Mike LongRod EllisJane Willis



ISLA研究を、英語授業を改善に活かすヒント

研究・理論 授業実践

教材



実際に「タスク」を体験してみよう！



タスク・ベースの教科書の例

Yuichi Suzuki
University English Teacher 

(10 years)

Curtis Kelly
Kansai University (30 years)

Kelly, C. & Suzuki, Y. (2025). The SNOOP detective school : 
Interactive tasks for English learners. ABAX.

https://www.abax.co.jp/product/233
https://www.abax.co.jp/product/233
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TBLTの背景にある学習原理・SLA理論 (Long, 1996, 2015)

1. 「使いながら学ぶ(learning by doing)」

2. やりとり（インタラクション）から英語を学ぶ

3. タスク・コミュニケーションが「先」

Mike Long



TBLTの背景にある学習原理・SLA理論 (Long, 1996, 2015)

1. 「使いながら学ぶ(learning by doing)」

2.やりとり（インタラクション）から英語を学ぶ

3. タスク・コミュニケーションが「先」



インタラクションで何が身につくの？

SLA研究では、インタラクションを通して、語彙・文法知識
も発達することが明らかになっている

具体的には？

リキャスト（生徒の発話を、教師が正しく言い換えてあげる
こと）によって気づかせる

Student: I go to cinema yesterday.
Teacher: Oh, you went to cinema.



なぜインタラクションが英語習得に繋がるか？

インプット アウトプットインテイク 英語知識

理解可能なインプットを増やすことができるから

理解可能なインプット
言語習得のエッセンス



なぜインタラクションが英語習得に繋がるか？

インプット アウトプットインテイク

インタラクション

英語知識

インタラクションの効果
・インプットが理解できるようになる
・文脈の中で、新しい表現へ気づきを促す
・興味・関心を引くことができる



TBLTの背景にある学習原理・SLA理論 (Long, 1996, 2015)

1. 「使いながら学ぶ(learning by doing)」

2. やりとり（インタラクション）から英語を学ぶ

3.タスク・コミュニケーションが「先」

Mike Long



「英語は必ず正しく話さなければならない」という
染み付いた意識を学習者から取り外すことができる可能性

先に文法・表現を教えない

まず

使う

できない

部分
学ぶ

TBLTの原則②



TBLTの基本手順と教師の役割とは？

プレ・タスク

(Pre-task)

タスク中

(Within-task)

ポスト・タスク

(Post-task)

• タスクへの興味関心を喚起する
• タスク活動を実演する

• 机間巡視して、適宜
フィードバックする

• モデルを与える
• 生徒に共通するエラーについて、

フィードバックする
• タスク中に出てきた言語形式の

問題点を補うための練習
• 録音を聞き直して書き起こす
• タスクを繰り返す



今まで多くの人が受けてきた英語授業

提示

(Presentation)

練習

(Practice)

発信

(Production)

• ターゲットの文法や語彙
を教える

• ワークブック・ドリ
ルで文法や語彙を定
着するための練習を
する

• ターゲットの文法や語
彙を使ってコミュニ
ケーションタスク



何が違う？何が同じ？

プレ・タスク

(Pre-task)

タスク

(TASK)

ポスト・タスク

(Post-task)

提示

(Presentation)

練習

(Practice)

発信

(Production)

今まで多くの人が受けてきた英語授業 (PPP)

TBLT



「タスク」を通して、言語材料（語彙や文法）や
言語使用の正確性を高めるには、
本当に先に教えてはいけないのか？

Question



先に明示的な文法・語彙指導は行うべきではな
い (e.g., Rod Ellis & Mike Long)



語彙指導を先に行うことは効果的なタスク前の準
備になる
 (e.g., Jane Willis & Nobert Schmitt)



先に語彙・コロケーションを教える？



実際に先に単語を学ばせてみると・・・？



Suzuki & Nakamura (under review)

大学での一般英語の授業

Classroom research



Suzuki & Nakamura (under review)

学習条件の比較：
• 単語リストなし (Task Only)
• 単語リストあり (Vocab-Support) 

効果測定：
• 語彙習得
• 学習者心理

• 感情(enjoyment, pride, anxiety, 
etc.)

Task Only
Vocabulary-

Support

Collocation Pretest

Task
(Industrial Spy)

Planning Planning with VL

Questionnaire on Affective States

Collocation Posttest



教室実験での結果

• 単語リストで練習を先に行うと語彙習得が進む

• 単語リストなしでタスクに取り組むと

1. タスクへの取り組み：意味のやり取りが増えた

2. アンケート・インタビュー結果：

 ポジティブな感情が上がる(enjoyment, pride, perception 

of partner collaborativeness)

 ネガティブな感情が下がる(anxiety, boredom)

語彙学習と学習者心理のトレードオフがある



先に文法を教えると？

流暢さが伸びにくくなる可能性がある(Ellis et al., 2019)

本来の理想的な状況
（高度な英語力が身につ
いた時）

文法を先に
教え込みすぎると・・・



なぜ先に教えすぎると良くないのか？

(反応的)フォーカス・オン・フォーム(Focus on Form) 
まず伝えたいことを話してもらい、エラーが出たときに文法に注目させる

意味（内容）と文法（形式）に同時に注意を向ける余裕がないから

まず英語でコミュニケー
ションさせてみる

文法形式を後で教える



TBLTの背景にある学習原理・SLA理論 (Long, 1996, 2015)

1. 「使いながら学ぶ(learning by doing)」

2. やりとり（インタラクション）から英語を学ぶ

3. タスク・コミュニケーションが「先」

4. Focus on formによって、文脈の中で言語形式にも注意を向けさせる

上記の原則がうまく適応できるかは、文脈（教室）によって大きく変わる。
・生徒の英語力
・教材・タスク
・クラスサイズ（e.g., フィードバック方法）
・教師のクラスマネージメント などなど



ISLA研究から見た

英語を「使う」ための授業デザイン

1.TBLTとは

2.PPPとは

3.まとめ



振り返りQuestion

日本の高校での英語授業について考えてみよう。
検定教科書を使って、「コミュニケーションタスク」を
中心にして教える時に問題になることは何でしょうか？



検定教科書を使って、いきなりタスクをやらせられるか？

高校の英語授業環境(教材・教師・生徒)

• 検定教科書の分量が多い
• 題材が崇高(社会問題、グローバル問題、SDGs)
• リーディングのための英文になっている傾向があり、

発表時間のための授業時間が足りない（1課8時間）
• 生徒の英語力
• 教師の英語力



どのような教育管渠うでも、TBLTがベストか？

プレ・タスク

(Pre-task)

タスク

(TASK)

ポスト・タスク

(Post-task)

TBLT

TBLTの効果検証に関するメタ分析の結果も、決着は全くついていない
(Boers & Faez, 2023 “No, we’re not there yet.”)



Presentation-Practice-Production (PPP)は、古い「終わった」指導法なのか？

提示

(Presentation)

練習

(Practice)

発信

(Production)

• ターゲットの文法や語彙
を教える

• ワークブック・ドリ
ルで文法や語彙を定
着するための練習を
する

• ターゲットの文法や語
彙を使ってコミュニ
ケーションタスク

欧米のSLAの教科書（洋書・翻訳書）
PPPは「伝統的指導法」で効果的ではないので、
TBLTアプローチを取り入れるべき



PPPの解釈をもう少し広くしてみたら、どうなる？(村野井, 2006)

提示

(Presentation)

練習

(Practice)

発信

(Production)

• 目的・場面・状況や文脈
の中で、様々な語彙・表
現に触れさせる

• 音読やシャドーイン
グをして記憶に定着
させる

• 練習した表現を活用し
て、コミュニケーショ
ンさせる



8章・9章: コミュニカティブ・アプローチ (CLT)

TBLT：使いながら学ぶ
PPP：学びながら使う

欧米・洋書の説明
伝統的なPPPから、革新的な
TBLTへ発展。
→研究者による、単純化した
「 (穿った)歴史観」。

日本の英語教育
PPPが役立つ教室が、日本中に
あるはず ※日本以外でも!



何が「あたらしい」か？

• 日本の英語教育の教室を念頭に、
ISLA研究の成果を解釈し直して提示

主張

効果的な教育は、文脈（教室）によっ
て大きく異なる。

→高校でのPPPの一例



PPP:日本の高校での新しい取り組み

TANABUモデル
青森県立田名部高校

教科書の扱い方にメリハリをつけ
て、4技能をしっかり使わせる

英語力の伸びが全国２位
全国規模で広まってきている



[著作権のため削除]



Presentation
提示・理解

Practice
(練習)

Production
(発信)

TANABUモデル（PPP）と生徒の頭の中で起こっていること

インプット アウトプットインテイク 英語知識

生徒の英語習得プロセス

指導手順：PPP



「練習」って何？ コミュニケーションと何が違う？

意味をすでに理解している表現・文法をより正確かつ流
暢に使えるようにする
例）単語カード、音読、シャドーイング、リテリング

練習のねらい
• 使える知識に変える・自信をつける
• アウトプット活動にもじっくりと取り組み、覚えた表現
が徐々に学習者自身の言葉になるように導くことが大切

※練習で決して終わってはいけない。

【TBLT】 “タスク” 「自分の言葉でコミュニケーションする」
【学習指導要領】 言語活動(英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合う）



Presentation (提示)・Comprehension（理解）
①Paragraph Chart（概要理解）
②Summary Sheet（要約）
③Comprehension sheet（詳細理解）

Practice (練習)
④Vocabulary scanning sheet（語彙ドリル）
⑤Reading practice sheet（音読）
⑥Dictation sheet（ディクテーション）
⑦Reproduction sheet（リプロダクション）

Production (発信)
⑧題材・トピックに関する発表活動
（スキット、ディベート、ディスカッション等）

PPP(TANABUモデル)の特徴

授業計画

バックワードデザイン
（目標から逆算する）

活動順序

Practice (練習)とは？

＝ Production（言語活動）を充実させるための手段

・多様な英語表現を活用
・正確さ・流暢さ
・内容へ意識を向ける
・エンゲージメントFocus on Form



もっと具体的に知りたい人は



ISLA研究を、英語授業を改善に活かすヒント

研究・理論 授業実践

授業の型(モデル)



ISLA研究を、英語授業を改善に活かすヒント

研究・理論 授業実践

教材



PPPの教科書の例 (2022年)  主に高校・大学用

鈴木祐一
(当時: 神奈川大学)

臼倉美里
（東京学芸大学）

臼倉美里・鈴木祐一 (2022). Speaking Steps: 
英語を話すための3ステップ.金星堂.

https://www.kinsei-do.co.jp/books/4151/
https://www.kinsei-do.co.jp/books/4151/
https://www.kinsei-do.co.jp/books/4151/
https://www.kinsei-do.co.jp/books/4151/


Speaking Stepsの実例

提示

(Presentation)

練習

(Practice)

発信

(Production)

実際にオリジナルの
ピザについて考えて
紹介する



ISLA研究から見た

英語を「使う」ための授業デザイン

1.TBLTとは

2.PPPとは

3.まとめ



振り返りQuestion

TBLTとPPPの共通点は？
それぞれの利点と欠点は？



PPPとTBLTの利点と注意点

PPPの利点
「練習で学びながら使う」

TBLTの利点
「タスクで使いながら学ぶ」

・練習で身につけた表現をもとに、コ

ミュニケーション活動に取り組みや

すい。

・特定の語彙・文法表現を繰り返し練

習して定着させるので、自信につな

がる。

・正確さへの過度のこだわりを払拭で

きる。

・学習者が必要と感じたときに、新し

い言語表現に触れることができる。

・具体的なタスクができるようになり、

内発的動機づけが高まりやすい。

単調な繰り返しが多いと、
「練習＝丸暗記」に陥りがち

クラスのマネージメントには、
教師の技量および小さいクラ
スサイズが必要



TBLTとPPPの相違と共通点は？

TBLTとPPPは違いよりも、共通部分のほうが大きい。

共通点
ISLA研究によって、英語を使うことの重要性を強調

相違点
どのタイミングで語彙・文法指導を取り入れるか

・先に教える→PPP
・途中や後で教える→TBLT



２つのアプローチを、どう授業に活かせば良いのか？

原理に基づく折衷主義(Principled Ecleticism)
既存の指導法を無批判に受け入れるのではなく、言語指導・
学習の原理・原則を理解して、自らの教育環境に適した指導
法を確立することを常に目指す。

教師、学生、教材、クラスサイズなどに合わせて、どうそれ
ぞれの利点を活かせるか試行錯誤する必要がある



Revisit the gap: ISLA研究と英語教育実践のギャップ

研究・理論 授業・実践

研究と実践は無関係？



理論と実践を統合した英語授業の改善をするには？

研究・理論 授業実践

教材・授業の型

一般性 特殊性

理論（抽象）と、実践（具体）を往復する

ISLA研究



ISLA研究から見た英語を「使う」ための授業デザイン

英語指導法を支えるISLAの原則（理論）と、具
体的な教室での指導（実践）を往復することが、
本当の意味での教師の成長と教育改善へ繋がる

TBLTのアプローチ
• Learning by doing
• 先に英語を使ってみよう
• あとで正確さを高めよう

PPPのアプローチ
• Practice makes perfect.
• たくさん練習してスキルと自
信を高めよう

• 覚えた表現が徐々に自分の言
葉になる



オンラインNote記事：もっとISLA研究について学びたい・・・



ISLA研究ｘ英語教授法 第1部 言語知識とスキルの指導法
第1章 文法指導：学びのプロセスからどう教えるかを考える
第2章 語彙指導：優先順位を決めバランスを取る
第3章 発音・語用論指導

第2部 学習者中心のアプローチにおける教師の役割
第4章 インタラクションと協同学習

第5章 訂正フィードバック：学習者を起点に支援しよう
第6章 認知・非認知能力の個人差：個別最適化しよう
第7章 学習者心理の個人差：動機づけを多面的に理解しよう

第3部 SLA 研究に基づく指導法とカリキュラム設計
第8章 言語形式重視の指導法：「練習」で学びながら使う
第9章 意味重視の指導法：「タスク」で使いながら学ぶ
第10章 学習開始年齢と指導法

学部生・院生さん
へ書籍プレゼント
クイズ→
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